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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年８月期第１四半期 3,440 △2.1 △53 － △49 － △52 －

2024年８月期第１四半期 3,513 △4.3 △63 － △55 － △57 －

（注）包括利益 2025年８月期第１四半期 △52百万円（－％） 2024年８月期第１四半期 △57百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年８月期第１四半期 △1.21 －

2024年８月期第１四半期 △1.34 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年８月期第１四半期 10,484 1,258 12.0 △6.61

2024年８月期 10,049 1,310 13.0 △6.84

（参考）自己資本 2025年８月期第１四半期 1,258百万円 2024年８月期 1,310百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年８月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2025年８月期 －

2025年８月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 7,500 △1.9 25 △20.8 35 △25.2 25 △35.3 0.55

通期 15,000 0.5 50 58.6 70 21.5 55 28.4 1.22

１．2025年８月期第１四半期の連結業績（2024年９月１日～2024年11月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式

（非上場）の配当の状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

３．2025年８月期の連結業績予想（2024年９月１日～2025年８月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

2025年８月期の連結業績予想の１株当たり当期純利益は、2024年12月31日までに種類株式の転換により増加した普

通株式を考慮して算定しております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年８月期１Ｑ 43,849,840株 2024年８月期 43,381,090株

②  期末自己株式数 2025年８月期１Ｑ 28,048株 2024年８月期 28,048株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年８月期１Ｑ 43,816,641株 2024年８月期１Ｑ 42,884,317株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提

に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



Ｋ種類株式
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年８月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2025年８月期 －

2025年８月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

種類株式の配当の状況

　普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、雇用・所得環境が改善する下で、緩やかな回復が続くこと

が期待されておりますが、物価上昇や海外景気の下振れリスク等の影響により依然として先行き不透明な状況が続

いております。

　出版流通業界におきましては、書籍・雑誌ともに市場は縮小傾向にあります。また、個人の消費支出の動向とし

ては、賃金増加を背景に緩やかに持ち直すものとみられるものの、物価上昇の影響を受けて教養娯楽使用品への支

出は減少傾向にあり、厳しい業績推移が続いております。

　このような状況下において、当社グループにおきましては、2019年９月27日に成立した産業競争力強化法に基づ

く特定認証紛争解決手続（以下「事業再生ADR手続」という）において同意を得た事業再生計画に基づいて、引き

続き事業構造改革に取り組んでまいりました。

　各事業の運営状況は次のとおりであります。

　主力の書店事業については、引き続き厳しい経営環境の下、売上高拡大と利益率の改善のため、販売数に応じた

出版社からの単品報奨金の獲得を強化する一方で、一部雑誌タイトルについて買い切り方式での仕入に転換するこ

とによって仕入原価を抑え、発売から一定期間が経過した商品については値下げ販売を行い売り切るスキームに注

力してまいりました。また、好調を維持している文具・雑貨・トレーディングカード等の売上拡大を図ってまいり

ました。

　教育プラットフォーム事業では、「プログラミング教育 HALLO powered by Playgram × やる気スイッチ TM」

へFC加盟し、事業展開するプログラミング教育HALLOのポスティングなどでの広告宣伝の強化や、体験会の開催な

どで認知度向上、需要の喚起に努めてまいりました。また、株式会社Gakkenとの共同開発による書店を活用したシ

ニア向け脳活性ブックプログラム教室「Gakken脳げんきサロン」の体験会を開催し好評を得ており、今後の本格的

な導入に向けてプログラムの開発を進めてまいりました。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は不採算店舗の閉店により3,440百万円（前年

同期比2.1％減）、営業損失は53百万円（前年同期は営業損失63百万円）、経常損失は49百万円（前年同期は経常

損失55百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は52百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失

57百万円）となりました。

　なお、当社グループの報告セグメントは販売業及び教育プラットフォーム事業でありますが、教育プラットフォ

ーム事業の全セグメントに占める割合が僅少であり、開示情報としての重要性が乏しいため、セグメント別の記載

を省略しております。

（２）当四半期の財政状態の概況

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、10,484百万円となり、前連結会計年度末に比べて434百万円

増加いたしました。主な要因は、商品が474百万円増加したことなどによるものです。

　負債合計は9,226百万円となり、前連結会計年度末に比べて487百万円増加いたしました。主な要因は、借入金が

241百万円減少したものの、支払手形及び買掛金が784百万円増加したことなどによるものです。

　純資産合計は1,258百万円となり、前連結会計年度末に比べて52百万円減少いたしました。主な要因は、親会社

株主に帰属する四半期純損失の計上により利益剰余金が52百万円減少したことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2024年10月15日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。業績予想を見直す必要が生じた

場合には、速やかに開示する予定であります。
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（４）継続企業の前提に関する重要事象等

　当社グループは、2018年８月期に重要な営業損失、経常損失、親会社株主に帰属する当期純損失を計上し、債務

超過となったことから、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められると判断しておりました。

　その後、当社グループは、当該状況を早急に解消し、今後の事業再生と事業継続に向け、財務体質の抜本的な改

善を図るため、2019年６月28日付で事業再生ADR手続の利用申請を行い、事業再生計画案に対して事業再生ADR手続

の対象債権者となるすべてのお取引金融機関からご同意をいただき、2019年９月27日付で事業再生ADR手続が成立

いたしました。また、本事業再生計画に基づき以下の施策を着実に実施してまいりました。

　事業上の施策といたしましては、①エリアマネージャー制の導入等、②返品率の減少、③文具販売の強化、④不

採算店舗の閉鎖、⑤本部コスト等の削減、⑥組織再編等に取り組み、収益力の改善を実現してまいりました。

　財務面につきましては、お取引金融機関により、①債務の株式化、②債務の返済条件の変更によるご支援をいた

だきました。

　また、大株主である日販グループホールディングス㈱からは、①店舗の競争力を維持・強化するため、500百万

円の出資、②既存債務の一部支払いの条件変更、③その他事業面、人事面でのご支援をいただき、財務状態の安定

化を図ってまいりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間において、営業損失53百万円、経常損失49百万円、親会社株主に帰属す

る四半期純損失52百万円を計上し、純資産額は1,258百万円となりました。

　しかし、物価上昇や海外景気の下振れリスク等本事業再生計画への影響が不透明であることから、継続企業の前

提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

　今後、引き続き事業再生計画における施策を実行、新規事業の展開へ注力することで、継続企業の前提に関する

重要事象等を解消できるものと考えております。したがって、継続企業の前提に関する不確実性は認められないも

のと判断し、「継続企業の前提に関する注記」は記載しておりません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年８月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,525,737 1,391,960

売掛金 676,734 732,892

商品 5,333,169 5,807,542

貯蔵品 3,738 3,856

その他 177,044 212,192

流動資産合計 7,716,424 8,148,444

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 282,424 284,540

機械装置及び運搬具（純額） 290 265

土地 569,506 569,506

建設仮勘定 － 2,591

その他（純額） 90,522 83,578

有形固定資産合計 942,743 940,482

無形固定資産

ソフトウエア 21,744 19,720

電話加入権 32,855 32,855

無形固定資産合計 54,599 52,575

投資その他の資産

投資有価証券 69,313 69,313

差入保証金 1,253,064 1,253,076

その他 13,845 20,297

投資その他の資産合計 1,336,223 1,342,686

固定資産合計 2,333,566 2,335,745

資産合計 10,049,990 10,484,189

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年８月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,479,956 4,264,595

短期借入金 2,349,299 2,221,286

１年内返済予定の長期借入金 564,748 519,707

未払法人税等 13,543 3,331

賞与引当金 50,934 73,434

事業構造改革引当金 71,727 71,727

その他 293,287 231,143

流動負債合計 6,823,496 7,385,226

固定負債

長期借入金 1,458,258 1,389,795

退職給付に係る負債 338,847 332,954

その他 118,427 118,076

固定負債合計 1,915,532 1,840,826

負債合計 8,739,029 9,226,052

純資産の部

株主資本

資本金 50,000 50,000

資本剰余金 87,908 87,908

利益剰余金 1,191,277 1,138,453

自己株式 △18,224 △18,224

株主資本合計 1,310,961 1,258,137

純資産合計 1,310,961 1,258,137

負債純資産合計 10,049,990 10,484,189
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年９月１日
　至　2023年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年９月１日

　至　2024年11月30日)

売上高 3,513,836 3,440,375

売上原価 2,524,374 2,453,749

売上総利益 989,462 986,626

販売費及び一般管理費 1,052,905 1,040,025

営業損失（△） △63,443 △53,398

営業外収益

受取利息 1 2

受取手数料 203 100

受取家賃 17,604 17,696

その他 2,078 1,637

営業外収益合計 19,888 19,437

営業外費用

支払利息 10,989 14,475

その他 860 1,055

営業外費用合計 11,849 15,531

経常損失（△） △55,404 △49,492

特別利益

施設利用権売却益 1,682 －

特別利益合計 1,682 －

税金等調整前四半期純損失（△） △53,721 △49,492

法人税、住民税及び事業税 3,445 3,331

法人税等合計 3,445 3,331

四半期純損失（△） △57,167 △52,824

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △57,167 △52,824

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年９月１日
　至　2023年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年９月１日

　至　2024年11月30日)

四半期純損失（△） △57,167 △52,824

四半期包括利益 △57,167 △52,824

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △57,167 △52,824

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2023年９月１日　至　2023年11月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　当社グループの報告セグメントは、販売業及び教育プラットフォーム事業でありますが、教育プラットフォ

ーム事業の全セグメントに占める割合が僅少であり、開示情報としての重要性が乏しいため、セグメント情報

の記載を省略しております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2024年９月１日　至　2024年11月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　当社グループの報告セグメントは、販売業及び教育プラットフォーム事業でありますが、教育プラットフォ

ーム事業の全セグメントに占める割合が僅少であり、開示情報としての重要性が乏しいため、セグメント情報

の記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自  2023年９月１日

至  2023年11月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2024年９月１日

至  2024年11月30日）

減価償却費 18,681千円 14,963千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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